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本論文は，ソフトウェアモジュールの欠陥の有無によってソフトウェアメトリクスの分布の違いを
示すことにより，新たに開発したモジュールが第三者評価の観点から欠陥を評価することができるソ
フトウェアメトリクス標準値域を提案する．そして，新たな開発したモジュールの欠陥が混入してい
る可能性（偏差値メトリクス）を標準値域に基づき算出し，fault-prone モジュール予測モデルの構
築を試みた．
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In this paper, by showing difference in distribution software metrics depending on exis-
tence of fault in software module, we propose software standard range which possible to fault
evaluation for new product from a third party’s point of view. Further, by calculating possi-
bility of fault in new developed module based on software standard range, we tried to model
construction of fault-prone predicition.

1. は じ め に

ソフトウェアの大規模化に伴い，網羅的なソフトウェ
アテストの実施が，予算，納期の両面から困難となっ
ている．そこで，欠陥が混入している可能性の高いモ
ジュールに対し，優先的にテスト工数を割り当てるた
めの欠陥モジュール予測モデルが提案されているが導
入されている1)2)．従来研究では，欠陥モジュール予測
モデルは，機械学習により構築され，モジュールから
測定したソフトウェアメトリクス（コード行数，サイ
クロマティック数，分岐数等）を入力として与えること
により行われていた3)4)．しかし，従来研究において
提案された欠陥モジュール予測モデルは，各モジュー
ルの欠陥の有無，欠陥が混入していると判定された要
因となるメトリクス等を出力するが，そのように判定
された要因については示されない．
本論文では欠陥が混入された理由を定量的に示すた
めの指標として，偏差値メトリクスを提案する．ソフ
トウェアモジュールの欠陥の有無によってソフトウェ
アメトリクスの分布の違いを示すことにより，新たに
開発したモジュールが第三者評価の観点から欠陥を評
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価することができる．そして，新たな開発したモジュー
ルの欠陥が混入している可能性（偏差値メトリクス）
を標準値域に基づき算出するアプローチを示す．標準
値域は 2種類あり，一つは，あるプロジェクトが開発
したもジュールから標準値域を算出するプロダクト標
準値域．もう一つは，複数のプロジェクトでそれぞれ
開発されたモジュールから標準値域を算出する一般標
準値．一般標準値域は，他プロジェクトが開発したプ
ロダクトも混在されているため，第三者から見たソフ
トウェアの品質評価を示す．標準値域を用いることに
より，評価対象モジュールが，高品質モジュールの標
準値域から逸脱している程度を確認することができる．

2. 第三者評価のための欠陥モジュール予測

ソフトウェアの品質評価には，テスト等による開発
者自身の評価に加え，検証結果の妥当性を向上させる
ために開発企業と独立した第三者評価機関による評価
が求められている．しかし，第三者評価の依頼のため
にコストを要してしまうという問題点も存在している．
本論文では，二種類の標準値域（プロダクト内標準
値域，一般標準値域）を提案する．プロダクト内標準値
域は，プロジェクト特有の性質を考慮するために．あ
るプロジェクトが開発した過去のデータからモジュー
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ルの品質を計測し，メトリクスの標準値域を作成する
一般標準値域は，第三者から見たソフトウェアの品質
を評価するために，数十の OSSプロジェクトの開発
データから，モジュールのメトリクス値を計測するこ
とにより，標準値域を作成する．二種類の標準値域を
用いることにより，低コストで，自動的に開発したモ
ジュールの第三者評価を低コスト，且つ，自動化する
ことができる．
さらに，本論文では標準値域から欠陥が混入してい
る可能性（偏差値メトリクス）を算出し，欠陥モジュー
ル予測モデルを開発する．従来の欠陥モジュール予測
モデルは，目的変数に最も寄与する説明変数を明らか
にするアプローチが取られていたが，各メトリクス値
が他のモジュールと比べて逸脱する程度を判断するこ
とは容易ではなかった．しかし，メトリクス偏差値の
利用により，対象モジュールの各メトリクスにおける，
標準値域内での分布を把握することができ，過去の
データや他のソフトウェアと比較して，どの程度逸脱
しているのかを定量的に判断できるようになる．従っ
て，モジュールから定量的に計測した値に比べて，欠
陥が混入する可能性を考慮した値となることから，偏
差値メトリクスを用いることにより欠陥モジュール予
測モデルの精度向上が期待される．

3. メトリクス偏差値を用いた欠陥予測

3.1 メトリクス偏差値の標準値域作成
本論文では，欠陥モジュール予測のために，従来研
究で使用されているプロダクトメトリクスとプロセス
メトリクスを使用する．複数プロジェクトのモジュー
ルから各メトリクスを抽出し，欠陥有り，欠陥無しの
モジュール群において，それぞれメトリクス偏差値を
求める．そして，各プロジェクトで求めたメトリクス
偏差値を用いて，欠陥有り，欠陥無しのモジュール群
におけるメトリクス偏差値の標準値域を作成する．新
たに開発したモジュールを標準値域から評価する事例
を図 1に示す．任意のモジュールを入力として，当該
モジュールから計測したソフトウェアメトリクスが，
欠陥ありのモジュールから開発した標準値域（図 1

左側），欠陥なしのモジュールから開発した標準値域
（図 1右側）から評価する．例えば，高品質モジュー
ルの標準値域内であれば，入力モジュールは欠陥を含
まない可能性が高く，高品質モジュールの標準値域か
ら離れていた場合，欠陥混入可能性が高くなるといっ
た利用が考えられる．メトリクス偏差値は，標準値域
の中央値を 0.5とし，中央値からの逸脱している程度
を偏差値で算出する．

図 1 提案手法のイメージ図

4. お わ り に

本論文では，欠陥モジュール予測モデル構築に向け
た偏差値メトリクスを提案した．ワークショップにお
いては，各メトリクスの欠陥モジュール予測における
有用性，偏差値メトリクスの妥当性について議論した
いと考えている．
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